
店
頭
か
ら
米
不
足
が
発
生
し
た

原
因
を
伺
う

野
村
良
太
・
農
林
水
産
部
長

　

令
和
5
年
産
の
米
は
、
高
温
や
渇
水

の
影
響
で
精
米
歩
留
り
が
低
下
し
、

供
給
が
減
少
し
た
が
、
令
和
6
年

6
月
末
の
在
庫
率
は
特
別
低
く
な

か
っ
た
。

　

し
か
し
、
8
月
に
は
ス
ー
パ
ー
で

米
が
不
足
す
る
事
態
が
発
生
し
た
。

調
査
に
よ
る
と
、
8
月
の
米
の
販
売

量
は
例
年
の
1.2
〜
1.5
倍
に
増
加
し
て

お
り
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の
備
え

な
ど
が
影
響
し
、
必
要
以
上
に
買
わ

れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

今
後
、
国
が
詳
細
な
分
析
を
行
い
、

県
も
そ
の
状
況
を
注
視
す
る
方
針
で
あ
る
。

食
料
不
足
が
発
生
し
た
場
合
の

国
の
対
応
と
、
安
定
的
な
供
給

体
制
に
つ
い
て
国
の
基
本
的
考
え

方
は
? 

野
村
・
農
林
水
産
部
長

　

国
が
管
理
す
る
備
蓄
米
は
、
米
の
供

給
不
足
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
備
え
、

特
に
大
幅
な
不
作
時
に
使
用
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
今
年
6
月
に
成
立
し
た
食
料

供
給
困
難
事
態
対
策
法
に
よ
り
、
食
料

供
給
が
減
少
し
た
際
に
政
府
が
一
体
と

な
っ
て
対
策
を
講
じ
る
仕
組
み
が
整
備

さ
れ
た
。

　

今
後
、
米
の
民
間
在
庫
も
含
め
た
総
合

的
な
備
蓄
方
針
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。

農
業
者
が
経
営
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

安
定
し
た
生
産
環
境
の
整
備
も
必
要
が

あ
り
、
県
は
状
況
を
注
視
す
る
。

米
不
足
の
原
因
は
、
転
作
推
進

や
民
間
流
通
へ
の
移
行
で
国
が

販
売
実
態
を
把
握
で
き
て
い
な
い

こ
と
だ
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

見
解
を
伺
う

野
村
・
農
林
水
産
部
長

　

現
在
の
米
政
策
は
、
他
産
業
や
農
産

物
と
同
様
、
需
要
に
応
じ
た
生
産
が
基

本
だ
。
米
か
ら
の
転
換
が
米
不
足
の
原

因
と
の
意
見
も
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
米
余
り
や
米
価
低
迷
に
対
応
し
、
需

給
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
は
転
作
が

必
要
だ
っ
た
。

　

令
和
5
年
産
の
米
不
足
は
、
精
米

歩
留
り
の
低
下
と
消
費
増
加
に
よ
る

予
想
外
の
需
給
変
動
が
主
な
原
因
で

あ
り
、
転
作
が
根
本
的
な
理
由
で
は

な
い
と
考
え
る
。
国
も
民
間
流
通
の

状
況
を
把
握
し
、
今
後
の
分
析
を
注

視
す
る
。

温
暖
化
に
対
応
し
た
米
の
品
種
の

推
進
に
つ
い
て
は
?

野
村
・
農
林
水
産
部
長

　

温
暖
化
に
対
応
し
た
米
の
品
種
推
進

に
つ
い
て
、
令
和
5
年
産
米
の
品
種

構
成
は
、
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
47
％
、
き
ぬ

む
す
め
が
35
％
、
つ
や
姫
が
10
％
で
、

コ
シ
ヒ
カ
リ
は
減
少
傾
向
に
あ
る
。

　

一
方
、
高
温
耐
性
の
き
ぬ
む
す
め
と

つ
や
姫
の
生
産
は
増
加
し
て
お
り
、

安
定
生
産
に
向
け
て
こ
れ
ら
の
品
種
へ

の
転
換
を
推
進
し
、
新
た
な
高
温
耐
性

品
種
の
選
定
に
も
取
り
組
む
。
生
産

者
は
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
や
資
材
高
騰
、

厳
し
い
労
働
条
件
に
直
面
し
て
お
り
、

米
の
適
正
価
格
と
価
値
の
評
価
が
重
要

で
あ
る
。
米
の
品
薄
を
契
機
に
、
国
内

生
産
の
重
要
性
へ
の
理
解
を
深
め
て
も

ら
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
全
国
各
地
の
神
々
が
出
雲
に
集
う

神
在
祭
。今
年
の
〝
神
議
り
〞
で
は
、

ど
ん
な
こ
と
が
話
し
合
わ
れ
た
の

で
し
ょ
う
か
?

　
鳥
取
の
石
破
茂
氏
が
念
願
だ
っ
た

内
閣
総
理
大
臣
に
就
任
。
衆
院
選

に
挑
ん
だ
も
の
の
、
与
党
が
過
半

数
を
割
る
敗
北
を
喫
し
、
厳
し
い

政
権
運
営
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
米
国
の
大
統
選
で
は
共

和
党
の
ト
ラ
ン
プ
氏
が
民
主
党
の

ハ
リ
ス
氏
に
大
勝
。
4
年
ぶ
り
に

復
権
を
果
た
し
た
ニ
ュ
ー
ス
は
世

界
中
を
駆
け
巡
り
ま
し
た
。  

米
国

第
一
主
義
　
を
徹
底
す
る
言
動
、

各
国
リ
ー
ダ
ー
は
固
唾
を
飲
ん
で

見
守
っ
て
い
る
の
が
実
態
で
す
。

　
来
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
を
迎

え
ま
す
。
日
本
は
無
条
件
降
伏
し
、

戦
争
を
放
棄
し
た
平
和
憲
法
の
も

と
、
民
主
主
義
国
家
と
し
て
奇
跡

的
な
繁
栄
を
果
た
し
ま
し
た
。
激

動
が
予
測
さ
れ
る
今
、
一
人
ひ
と

り
が
冷
静
に
戦
後
の
歩
み
を
学
び

直
し
ま
し
ょ
う
!

食
糧
問
題
に
つ
い
て

①

令
和
６
年 

９
月
定
例
会

① 

食
糧
問
題
に
つ
い
て

② 

地
域
活
動
に
つ
い
て

高
橋
ま
さ
ひ
こ
一
問
一
答

（
９
月
１０
日
〜
１０
月
９
日
）

食
料
安
保
が
問
わ
れ
る
中
で
、
天

候
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
生
産
者

の
苦
労
を
も
っ
と
知
っ
て
ほ
し
い

野
村
・
農
林
水
産
部
長

　

稲
作
農
家
に
と
っ
て
、
こ
の
数
年

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
業
務
用
需
要
の
減
少
に

よ
る
米
価
の
下
落
、
肥
料
な
ど
資
材
の

高
騰
に
よ
る
生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
や

高
止
ま
り
、
猛
暑
の
中
で
の
苛
酷
な

農
作
業
な
ど
、
非
常
に
厳
し
い
経
営
が

続
い
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。
将
来

に
わ
た
っ
て
米
が
安
定
的
に
消
費
者
に

供
給
さ
れ
る
た
め
に
は
、
米
の
生
産

が
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
米
の
価
値
、
価
格
が

適
正
に
評
価
さ
れ
、
農
業
者
の
経
営

が
継
続
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
米
の
品
薄
を
契
機
と
し
て
、

消
費
者
の
方
々
に
も
改
め
て
国
内
生
産

の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

問問問問

問問問問

問問

答答答答

答答答答

答答

か
み
あ
り
さ
い

か
む
は
か

か
た
ず

全国ブランド米産地生産者交流大会 in 島根全国ブランド米産地生産者交流大会 in 島根

県政をもっと身近に！
中山間地は日本の原点。守ります、築きます、中山間地域の暮らしを。

令和６年11月

第20号
高橋まさひこ高橋まさひこ
島根県議会議員島根県議会議員

高橋まさひこ事務所　〒699-1251 島根県雲南市大東町大東1888  TEL 0854 - 43 - 8057



地
域
活
動
に
つ
い
て

②規
模
の
縮
小
や
廃
止
と
い
っ
た
地

域
活
動
の
見
直
し
が
進
ん
で
い
る

こ
と
、
並
び
に
小
規
模
な
集
落
で

は
、
行
政
に
対
す
る
住
民
の
期
待

値
が
低
く
見
え
る
現
象
へ
の
見
解

に
つ
い
て

木
次
淳
・
地
域
振
興
部
長

　

地
域
活
動
の
見
直
し
が
進
む
中
、
小

規
模
な
高
齢
化
集
落
で
は
住
民
同
士
の

交
流
や
伝
統
行
事
の
実
施
率
が
低
下
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
担
い
手
の
制
限
か

ら
活
動
を
選
別
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る

た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
小
規
模
集
落
に
住
む
人
々
の

行
政
に
対
す
る
期
待
が
低
い
と
の
意
見

に
は
、
各
市
町
村
が
地
域
の
在
り
方
に

つ
い
て
住
民
と
議
論
し
、
そ
の
方
向
性

を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
県
も
こ
の
方
向
性
を
も
と
に
、
課

題
を
共
有
し
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
施
策
に
取
り
組
む
。

雲
南
市
で
は
自
助
、
共
助
、
公
助

で
「
地
域
の
課
題
は
地
域
で
解
決

す
る
」
地
域
自
主
組
織
が
運
営
さ

れ
て
い
る
。
地
域
維
持
に
は
互
助

が
最
も
重
要
だ
が
、
互
助
を
支
え

る
人
材
が
減
少
し
て
い
る
。
互
助

支
援
の
事
例
を
伺
う
。

木
次
・
地
域
振
興
部
長

　

相
互
扶
助
活
動
は
、
地
域
住
民
同
士

が
助
け
合
え
る
活
動
。
県
は
直
接
的
な

支
援
制
度
は
設
け
て
い
な
い
が
、
高
齢

者
支
援
や
防
災
活
動
、
草
刈
り
や
買
い

物
支
援
な
ど
様
々
な
互
助
活
動
が
行
わ

れ
て
い
る
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
に
対
し
、

一
定
の
取
組
に
対
す
る
財
政
的
支
援
、

現
場
支
援
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
に
よ
る
人

的
、
側
面
的
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

　

地
域
活
動
の
自
主
確
保
事
例
と
し
て
、

農
産
物
の
生
産
や
特
産
品
の
開
発
が
あ

り
、 

具
体
例
は
、
大
田
市
で
の
焼
き
肉

の
た
れ
製
造
や
美
郷
町
で
の
ヒ
マ
ワ
リ

オ
イ
ル
製
造
。
県
は
そ
の
資
金
調
達
研

修
や
広
報
を
支
援
し
て
い
る
。
ま
た
、

行
政
事
務
の
受
託
例
と
し
て
、
交
流
セ

ン
タ
ー
の
管
理
や
水
道
検
針
業
務
が
あ

り
、
県
は
引
き
続
き
支
援
と
情
報
提
供

を
行
っ
て
お
り
、
持
続
可
能
な
も
の
で

あ
る
。イ

ベ
ン
ト
警
備
に
対
す
る
県
警
の

方
針
に
つ
い
て
伺
う

丸
山
直
紀
・
警
察
本
部
長

　

県
警
は
、
イ
ベ
ン
ト
時
に
主
催
者
へ

警
備
計
画
の
作
成
や
警
備
員
構
成
を
指

導
し
、
必
要
に
応
じ
て
警
察
官
に
よ
る

雑
踏
整
理
や
交
通
整
理
を
行
う
。

問問

問問問問 答答答答

答答

9月補正予算の概要

⦿ 公共事業　17億５,400万円
令和6年7月大雨による被害対策に伴う補正等

⦿ 日御碕地区宿泊・観光施設等の需要喚起促進事業　6,000万円
令和6年7月大雨による被害を受けた日御碕地区の観光需要の回復に向けた対策

⦿ 飼料価格高騰対策の期間延長　1億8,300万円
資料価格高騰への補てん金を支給する畜産農家への経営継続支援を、令和7年3月末まで延長

⦿ 介護テクノロジー定着支援事業　　7,800万円
介護現場の業務効率化を加速させるため、事業者による介護ロボットやICT機器等の導入経費を支援する予算を増額

⦿ 未来へ引き継ぐ石見銀山保全事業　　400万円
石見銀山発見500年・世界遺産登録20周年を迎える令和9年に向けて、石見銀山遺跡の魅力化・維持化につながる取り組みを段階的に実施

⦿ 外国人観光客誘致推進事業　　800万円
ベトナムとのチャーター便の年度内の追加就航等に向けた予算を増額

⦿ ツキノワグマ対策事業　900万円
ツキノワグマが指定管理鳥獣に追加されたことに伴い、国交付金を活用し、出没抑制や人身被害発生防止の対策等を実施

9月補正後の一般会計予算額は 4,821億円 となります。

発行責任者  高橋まさひこ事務所
〒699-1251 島根県雲南市大東町大東１888
TEL.0854-43-8057　FAX.0854-43-6479

　
日
本
の
四
季
が
失
わ
れ
つ
つ

あ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
10
月
に

入
っ
て
も
日
中
は
25
度
を
超
え

る
。
11
月
に
入
り
急
に
寒
く

な
っ
て
き
た
が
、
例
年
以
上
に

異
常
な
気
候
で
あ
っ
た
。

　
今
年
は
一
時
店
頭
か
ら
精
米

が
無
く
な
っ
た
。
新
米
が
出
る

直
前
に
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
店
頭

の
様
子
が
映
し
出
さ
れ
た
結

果
、
消
費
者
の
買
い
占
め
に
よ

る
需
要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
コ
メ
の
適
正
備
蓄
が
百
万
ト

ン
と
言
わ
れ
る
が
、
国
内
消
費

の
一
か
月
強
の
備
蓄
で
あ
り
、

異
常
気
象
が
世
界
的
に
広
が
っ

て
い
る
中
で
、
食
料
の
安
全

保
障
や
備
蓄
は
上
位
の
政
策

と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で

あ
る
と
同
時
に
一
次
産
業
を

軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
と
強
く

主
張
し
た
い
。

　
衆
議
院
選
挙
は
自
民
党
の

大
敗
と
他
党
の
躍
進
で
終
わ
っ

た
。
自
公
連
立
政
権
で
運
営

さ
れ
て
い
た
国
会
も
、
与
野
党

と
協
調
し
な
け
れ
ば
政
治
が

動
か
な
い
状
況
と
な
っ
た
。

党
利
党
略
が
政
治
の
中
心
と

な
っ
て
は
な
ら
ず
、
国
民
生
活

第
一
主
義
で
政
策
論
争
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

https://m-takahashi.jp

info@m-takahashi.jp

丸子山を愛する会のボランティア活動（大東）丸子山を愛する会のボランティア活動（大東）

一
般
質
問
の

様
子
は
こ
ち

ら
か
ら

あ
と
が
き

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！

地
域
を

安
心
・
安
全
に
！

公式サイト Facebook

県議会の動向、詳しい
活動状況に興味ある方
はアクセスを！

地域活動

Youtube

食糧問題


